
＜レンズ装着脱前の注意＞
 爪は短く切り、先端を丸くなめらかにしておきます。手や指を石けんでよく洗い、
石けんが残らないようにすすぎます（石けんの残った手や指でレンズを取り扱う
と目にしみることがあります）。
＜レンズと包装やブリスターの確認＞
 開封前にレンズと包装やブリスターに異常がないか確かめてください。レンズが
ブリスターの底やラベルの裏側に張り付いている場合があります。開封前にブリ
スターを数回軽く振り、レンズが保存液の中に入っているか確認してください。
異常がある場合には開封せず、裏面【お問い合わせ・ご相談】までお問い合わせ
ください。

承認番号　22600BZX00484A04

ワンデー　アイウェル

機械器具 72　視力補正用レンズ
高度管理医療機器　単回使用視力補正用色付コンタクトレンズ　37583000

正しい形
人さし指の先にレンズ
をのせ、横から見ると
レンズは自然なカーブ
を描きます。

裏返し
人さし指の先にレンズを
のせ、横から見るとレン
ズの縁が外側に反ります。

[ 標準的装用スケジュール ]

※ 1日の装用時間は最長 12~14 時間以内を目安に装用してください。
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【警告】
1.  コンタクトレンズ（以下、レンズ）の装用により、角膜潰瘍、角膜炎（感染
性角膜炎を含む）、角膜浸潤、角膜びらん等の角膜上皮障害、角膜浮腫、結
膜炎（巨大乳頭結膜炎を含む）、虹彩炎、角膜血管新生等が発症する可能性
及び角膜内皮細胞の減少を早める可能性があります。レンズの装用による眼
障害の中には、治療せずに放置すると失明につながるものがあります。

2.  上記の眼障害を起こさないようにする為にも、レンズを使用する際は次のこ
とを守ってください。

1) 装用時間を正しく守ること
レンズの装用時間には個人差があります。眼科医から指示された装用時間を
必ず守り、就寝前には必ずはずしてください。

2) 使用期間を守ること
本品は１日使い捨てレンズです。眼科医の指示に従い、使用済みのレンズは
必ず捨ててください。目からはずしたレンズは再使用できません。

3) 取り扱い方法を守り正しく使用すること 
レンズの取り扱い方法を誤ると眼障害につながります。レンズは常に清潔に
保ち、正しい取り扱い方法で使用してください。

4) 定期検査は必ず受けること
自覚症状がなく調子よく装用していても目やレンズにキズがついたり、眼障
害が進行していることがあります。目の健康維持のためには異常がなくても
眼科医に指示された定期検査を必ず受けてください。

5) 異常を感じたら、直ちに眼科を受診すること
レンズ装用前に眼ヤニや充血がないか、また装用後も異物感等がないか確認
し、少しでも異常を感じたら装用を中止し直ちに眼科を受診してください。

6) 破損等の不具合があるレンズは絶対に使用しないこと
装用前に、レンズに破損等の不具合がないか必ず確認してください。装用中
にレンズの破損等による自覚症状が発生し、自覚症状が改善しない場合は眼
科を受診してください。

【禁忌・禁止】
1. 適用対象（患者）：次の人は使用しないこと
前眼部の急性及び亜急性炎症
眼感染症
ぶどう膜炎
角膜知覚低下
レンズ装用に問題となる程度のドライアイ及び涙器疾患
眼瞼異常
レンズ装用に影響を与える程度のアレルギー疾患
常時、乾燥した生活環境にいる人
粉塵、薬品等が目に入りやすい生活環境にいる人
眼科医の指示に従うことができない人
レンズを適切に使用できない人
定期検査を受けられない人
レンズ装用に必要な衛生管理が行えない人

2. 使用方法
自分のレンズを他人に渡したり他人のレンズを使用しないこと

3. 再使用禁止
レンズは一度目からはずしたら再使用せず捨てること

＜レンズの取り出し方＞
1.  ブリスターとラベルをしっかり持ち、一旦ラベルを真上に引き上げるように少しは
がしてから、保存液が飛び散らないようにゆっくり残りをはがします。この時ラベ
ルやブリスターのふちで手を切らないように注意してください（注：レンズがラベ
ルの裏側についていることがあるので確認してください）。

2.  レンズを傷つけないように利き手の人さし指のはらにレンズを吸いつけるようにし
て、ブリスターから取り出します。または、ブリスターから保存液ごと直接手のひ
らに空けて、取り出してください。

＜レンズの付け方＞
1.     レンズを利き手の人さし指の先にのせ、レンズをチェックします。
※ 手と指の水分をよく拭き取っておくとレンズを付けやすくなります。
2. 同じ手の中指で下まぶたを開き、まばたきをしないようにしっかり引き下げます。
※ この時まつげも一緒に押さえるとスムーズに開きます。
3. もう一方の手の中指（または人さし指）で上まぶたを開き、ふちをしっかり引き上げ
ます。

4. 両目でまっすぐ前を見たまま、レンズを黒目の上に静かにのせます。
※ この時決して黒目にレンズを押し付けないでください。目を傷つける場合があります。
5. レンズが黒目に正しくのっていることを確認し、ゆっくりと指をはなします。
※ この時急に指をはなしたり、強くまばたきをするとレンズがはずれる場合があります。
6. 2~3回軽くまばたきをします。
＜レンズのはずし方＞
1.  鏡をよく見てレンズの位置を確認してから黒目が上方に向くように鏡を見上げます。
2. 利き手の中指で下まぶたを軽く引き下げます。
3.  そのままの状態で利き手の親指と人さし指でレンズを軽くつまみ、レンズをはずし
ます。

※  レンズをつまむときに指先や爪が直接目に触れたり、あまり力を入れ過ぎないよ
う注意してください。目を傷つけたり、レンズが破損して目に障害を与える可能
性があります。万一取り扱い中にレンズが目の中で破損した場合は、清潔な手で
慎重に取り除いてください。問題が解決しない場合は、眼科を受診し指示に従っ
てください。

※   目が乾燥してレンズをはずしにくい場合には、ソフトコンタクトレンズ用の目薬
を点眼してからはずすようにしてください。乾燥している状態での取り外しは、
目を傷つけたりレンズ破損の原因となりますので、十分にご注意ください。

＜装用スケジュール＞
1.  装用時間には個人差があります。眼科医に指示された装用スケジュールを守り、標
準的装用スケジュールのように少しずつ慣らしてください。

2. 就寝前には必ずレンズをはずしてください。
3.  使用期限を守り、1日ごとに新しいレンズと交換してください。目からはずしたレ
ンズ は再使用できません。使用済みレンズは必ず捨ててください。

＜レンズの確認＞
1.  レンズに異物の付着、キズ、損傷、汚れ、変形、変色などがないか確認してくださ
い（このようなレンズを使用すると目に障害を与える原因になりますので、絶対に
使用しないでください）。

2.  レンズを指の上にのせ、裏表を確認してください。レンズを裏側にして装用すると
違和感が出たり、はずれやすくなります。

3. 左右を間違えると適切に視力が得られない場合があります。
※  レンズを取り扱うときはいつも左右決まった方から行うように習慣づけると間違いが少なく
なります。

レンズを使用する前に必ず添付文書をよく読み、必要なときに読めるように保管してください。

[ 形状・構造及び原理等 ]
1.   レンズの組成
ソフトコンタクトレンズ分類：グループ I
構成モノマー：2-HEMA/EGDMA
含水率：38.0%
酸素透過係数：10.0 × 10-11(cm2/sec)･(mLO2/mL ×mmHg)
着色剤：フタロシアニン系着色剤
紫外線吸収剤：ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤
紫外線吸収率：頂点屈折力 -3.00 Ｄの場合
　　　　　　　UV-A 波：吸収率 70.0％以上
　　　　　　　UV-B 波：吸収率 85.0％以上

2.  保存液
保存液の主成分：塩化ナトリウム /リン酸系緩衝剤 /保湿成分

3.  原理
コンタクトレンズに付加された頂点屈折力及びコンタクトレンズと角膜の間に
存在する涙液により視力を補正する。

[ 使用目的又は効果 ]
 視力補正
[ 使用方法等 ]
１日交換、終日装用

＜装用を一時中断した場合＞
1.  装用を中断し、再開する場合、6時間以下から開始し、徐々に慣らしてください。
少しでも異常を感じた場合は、眼科を受診してください。

2. 1カ月以上装用を中断した場合は、眼科医に相談し、徐々に慣らしてください。
＜定期検査＞
 レンズ装用開始日から1週間後、1カ月後、3カ月後、以降3カ月毎に、または眼科
医の指示に従って必ず定期検査を受けてください。
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